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騨 要 旨

灘 わ が 国 の暖 帯 に広 く分布 す る常 緑 広 葉 捗1林の物 質 生 産 力 を知 るF1的 で,次 の4種 の 林 分 につ い て 調

餐 藍を行 な った 。

コ ジ イ林(熊 本 県,1961年1り 月 調 査)

ウバ メ ガシー タ イ ミン タチ バ ナ 混 交 林(高 知 県,1962年11月 調 査)

ア ラ カシー ツバ キ 混交 林(一 三重 県,1963年8月 調 査)

ツバ キ林(=三 重 県,1963年8月 調 査)

それ ぞれ の林 分 に数 プ ロ ッ トず つ の標 準 地 を設 け,胸 高 直 径 の 毎木 調査 を 行 った,プ ロ ッ ト内 よ り

1
7計159本 の標 準 木 を伐 倒 した 。

そ の 後 標 準 木 につ い て 樹 体 各 部 のサ イ ズお よ び重 量 を測 定 し,そ れ らの 問 に成 立 す る相 対 生.長関 係

Y求 め た。 この 結果 と毎 木 調 査 の 結 果 とか ら林 分 の樹 体 各 部 の現 存 量 な ら び に生 長 量 を推 定 した 。

各相 対生 長 関 係 に つ い て は林 分 分離 型 が成 立 し,特 に 葉 量 ・枝 量 ・生 長 量 に 関 す る もの で は1林 分

匁で も,上 層 木 ・下 層木 に よ る林 分 内 分離 が認 め られ た0

林 分 の 幹 の 現 存量 は か な りの バ ラ ッキが 認 め られ るが,林 分平 均 樹 高 の10m前 後 の林 分 のみ で比 較

rれ ば,150ton/haぐ らい の 値 とな り,樹 種 に よ る差 は きわ め て 少 い。 た だ し ツバ キ の 林 分 に お い て

まい くぶ ん少 い よ うで あ る。 ま た林 分 葉 量 につ い てみ る と,7～10ton/ha程 度 とな り樹 種 に よ る差

之非 常 に少 い 。 葉 面 積 に す る と ツ バ キ林 を のぞ く各 林 分 は8ha/ha程 度 の値 を示 し,ツ バ キ林 は それ

:り 少 く6ha/ha程 度 の値 を示 す 。 枝 の 髄は葉 に比 べ る と林 分 に よ る差 がか な り見 られ10～40ton/

aの 値 で あ った。 幹 の生 長 量 は ツバ キ 林4ton/ha・yrの を の ぞ く林 分 で は10ton/ha・yr程 度 の 値 を

鷲し,こ の値 は 地 上 部 の 生産 量 に す る と約25ton/ha・yr程 度 の値 とな る。

葉量,生 長 量 は複 層 林 の方 が い くぶ ん 単 層林 に比 べ 多 い よ うで あ る。 そ の 関 係 と対 応 す る と思 わ れ

～が,み か け の 吸光 係 数 は複 層 林 で は0.4,単 層 林 では0.6程 度 と な り,複 層林 の方 が 小 さい傾 向 が み

)れ る。

十 分 に閉 鎖 し た常 緑 広 葉 樹 林 で の物 質 生 産 力 は,ス ギ等 の人 工 林 の物 質 生 産 力 に お と らな い もの と

・ われ る
。
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1は じ め に'

近 年,種 々の 森 林 につ い てそ の 物 質 生 産 力 が 調 査 され て い るが あ ま り実 用 に走 りす ぎ,日 本 の暖1

に広 く分 布 す るが 利 用 価 値 の 低 い常 緑 広 奨樹 林 の 物 質 生 産 力 全般 に つ い て の 研 究 は 少 な く,12,)2)33)4J

られ る にす ぎ ない 。

わ が 国 にお い て は常 緑広 薬樹 は,薪 炭 に利 用 され るの み で,最 近 よ うや くパル プ等,セ ル ロー ズ

源 と して の利 用 が 開 発 され て きたが,比 較的,用 材'として の利 用価 値 が低 く,物 質 生産 も比 較 的 少1

とば くぜ ん と考 え られ,そ の 林 分 は針 葉 樹 へ 樹f・貢変換 され,い たず らに不 成 積造 林地 を造 るこ とが1

か った,,し か し現 在 の よ うに木 材 を セル ロー ズ源 と考 え る よ うに な って く る と,常 緑 広 旋樹 林 の物

生 産 力 も改 め て 調 べ て み る必 要 が 出 て きた,

我 々 の研 究 グル ー プ は こ こ数年 に わ た ってn本 南部 の常 緑IZ{黛 樹 林 の物 質 生1♪資力 の調 査 を行 い,」

のつ ど帳告 して い るが,こ こ にそ れ らの 結(らラのり)果を総 括 して 比 較 検 討 し,2,3の 知 見を得 た の で報 告す1

な お 本研 究 の 大部 分 は 文 部省 総 合 研 究 費 に よ った もの で,調 査 に は京 都 大学 の のほ か に,大 阪市

大学,東 京 大学,北 海 道 大学 の研 究 グル ー プが 参 加 し,取 りま とめ は,菅 ・斎藤 がf1っ た もの で あ

調 査 に参 加 され た 各大 学 の研 究 グル ー プの か た が た に深 く感 謝 す る

21調 査 林 分 に つ い て

i調 査個 所 な らび に樹 種 に つ い て.

調 査 を 行 った 森 林 は熊 本 県 人1【,3市f・1'近の コ ジ イ林(1961年10月 、3,}ll査i),高知県 大 月田∫イ」'近の ウ(ト)メ

ガシー タイ ミン タチ バ ナ 混 斐林(1962年11月 、l!、ll査),こ重 県 伊 勢神 宮!lll」林 の ツ バキ 林 な らび に アラ

シー一ッ バ キ混 交 林(1963年8月II、!ill査)の4林 分て あ る 、,

ii調 査.林分 の 概 況

イ コ ジ イ林 に つ い て,、

調 査 を 行 な った 林 分 は熊 本県 玖 磨llil錦村 に あ る住友 林業 人 占 ・1¥業区 内 の コ ジ ィ天 然 生 林 の うち・『

較 的 コ ジ イの 成 立本 数 の 多い6林 班 の 一.一部 と,3林 班 の 一・部 で あ る。

6林 班 の コ ジ イ天 然 生 林 は,と 小17!:にあ り海 抜 約500m,ほ ぼ)L根 通 りに近 い斜 面h部 の南匹 誌

で,傾 余11は約30「}でか な り急 斜 面 で あ る,直 径10～25cmに わ た る コ ジ イ(α1∫'`〃zoρ∫∫∫ α`功f4α奴 ・

-L層 を し め,一 ・方 タブ(tbluc'hi!usthunbcrgir),そ の 他 カ シ類 な どが 混 交 して い るc一 下層 には ヒ∵

キ(Eery≪ ノ4!)aiicu),イ ス ノキ(D配y疏 〃π/'P(・`・〃rose〃r),ヤ ブ ニ ッケ イ(α ノz〃`〃〃oノ〃unitブ彫)oπ(リ)(リ)κ

な どが 相 当密 に 成 、ンニし,樹 高 の よ くそ ろ ったL層 木 と,そ の ドに種 々の 高 さ の ド層 木 を持 つ 二段

の 林 分 であ る。

3林 班 の コ ジ イ 天然 生 林 は,海 抜 約200m,il・1面 ド部 の幼 齢 林 で,il'〔径1～10cm程 度 の,下 は ・'

数 年 前 に整 埋 した とい う,林 分 で あ る。

この 他6林 朔.の近 くにあ る7林 班 の 一一部で,胸 高 直径3cm以 ドの 稚 樹 の 密 生 した 部 分 につい、

1.8m2の 全伐 をfっ た,た だ し このil+//で は コジ イは 約'卜数 しか 存 在せ ず,ピ サ カキが か な りの ,

を しめ て い る、)

ロ ウバ メガ シ… タ イ ミン タチ バ ナ混 交 林 につ い て

調 査 をf/っ た 林iは 高 知 県 幡 樹1【;大月 町 の 豊後 刀(道に面 した 弦 場 山 ウ バ.・ガ シ保 護 林 で あ る。

約35'搬 で 南 西1`,Jきの 余・}面で あ る1こ の栂 〉のLII臆 ウ … ガ シ(Quetta・phyllirae・ides)を

とし 一 ・層 は 舛 ミン 好 ・・ナ(Rψ 。"、、ω 顧1b1の を 琳 とす る耐1壌性 の 強 い 樹 種 で構 頗
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型的 な二 段 林 を形 成 して い る。 他 の 樹 種 の混 交 度 は本 数 で 一L層は5～15%,下 層 で6～10%で あ る。

令は 正 確 には 不 明 で あ るが,80年 以 一1二の もの と思 わ れ る。

,・ ツバ キ林 な らび に ア ラ カシ ツバ キ混 交 林 につ い て

この林 分 は五 十 鈴 川 の 水 源 地 で あ る神 路 山 と 島路 山 とか らな る,三 重 県 伊 勢 市 の伊 勢 神 宮 備 林 の一

二あ る。 調 査 した ツバ キ 林 は神 路 山28林 班(略 称K-28と よぶ)と 島路 山70林 班(略 称S-70と

の,ア ラ カシー ツバ キ混 交 林 は神 路 山32林 班(略 称K-32と よぶ)で あ る。

・ず れ の 林 分 も海 抜300～400m,傾 斜 約25り で あ り,K-28は 北 東 斜 面,S-70は 東 南 東 斜 面,K-32

芝向 斜 面 で あ る。

ほとん ど全 部 の 林 地 は 褐 色 森 林 土 に属 し,腐 植 もか な り多 い。

【-28は 伊 勢市 か らrヵ 所 に,S-70は 経 礎 部 にそ れ ぞ れ 至 る県 道 ぞ い に位 置 し,ま たK-32は 床

旨の 直 下 に位 置 して い る。 い ず れ の 林 分 も明 治31年 に薪 炭 材 と して伐 倒 し,そ の 後主 に萌芽 更 新 に

♪て成 林 した もの と考 え られ る。

ト28,5-70の 林 分 は ツバ キ(α η7z8〃αjaponica)を1三 体 とす る。 こ の ほか カ ラスザ ン シ ・ウ(Zan-

xylumcaalanthoides),ピ サ カキ な どが 本 数 に して1割 程 度 ふ くま れ て い るが ほ ぼ ツバ キの純 林 状

ζ分 とな って い る、,K-32は,上 層 は ア ラ カ シ(Querczcsglaucu)を 主 体 と し,ウ ラ ジ ロ ガシ(Que-

S5αZ耐 刀の,ア カガ シ(Qzreruscicutca)を 含 み,下 層 は ツバ キ を 主 体 と し ピサ カキ,シ キ ミ(llli-

nreligiosum),サ カキ(Cleyerajaponica)を2～3割 程度 含 む混 交 二 段 林 状 の林 分 で あ る。

なお年 平均気温は,い ずれ の林分 も15～18C'程 度 で,年 降水量 は2000mm以 上であ る。)

3調 査 方 法

匡ず 各 林 分 に 数 プ ロ ッ トの 標 準 地 を設 け(各 林 分 の 林 木 の 大 き さ に よ り,25m° ～400m'の 大 き さ

準 地 を取 った 。),そ の 中 に含 まれ る胸 高 直 径1cm以 一ヒの 全 林 木 の 胸 高 直 径 の 毎 木調 査 を行 った。{

後,標}S'1L内 また 鮒 近 よ り,6-45本 臓 騨 木 を全 直 径 「・皆に 轍 す る よ うに と り,そ の騨

二つ い て 次 の 各 量 を実 際 に測 定 した。

(胸高 直 径 ・枝 下 直 径 ・樹 高 ・枝 下高 ・幹 重 ・葉 重 ・枝 重 ・葉 面 積 。)

二の うち重 量 の測 定 は 現 揚 に お い て生 重 を測 定 し,そ の中 か ら数 百g～ 数kgの 試料 を研 究 室 に も

嵯 り,乾 燥 器 で 乾 燥 し,実 質 率 を もと め それ に よ り乾 重 を求 め た。

の 生 長 量 につ い ては 樹 幹 解 析 に よ り材積 の/':長量 を求 め,そ れ に比 重 を乗 じ て幹 の生 長 量 と し た。

1面積 は 数 本 の標 準木 か ら と っ た100～200gの 葉 を点 数法(の)で単位 重 量 あ た りの葉 面 積 を求 め,各 林

量 に乗 じて 各林 分 の葉 面 積 を求 め た。

きれ それ の標 準 木 の各 量 につ い て相 対生 長 関 係 を調 べ た。 各 標 準 地 の現 存 量 な らび に生 長 量 は,毎

1査の結 果 と標 準 木 の 相 対 生 長 関 係 を もち い て推 定 し た。

Eの 外 に,照 度 計(第5号 型 東 芝 照 度 計)を 用 い て林 内 の照 度 を測 定 し,付 近 の裸 地 の照 度 と比 較

ヒ。
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4現 存量の推定ならびに結果と考察.

_...一 一一一 『 一 一一一'一

響記 号 の つ け 方

胸 高 直 径(DBH)D(cm)・

生 枝 下 直 径(Diameteratthelivinglowestbranch)Dη(cm)

樹 高(T。t。lh・ight)H(m)

生 枝 下 高(Clea・b・1・h・ight)HR(m)

個 体 材 積(Volume)v(dm3)

個 体 乾 重 量(Dryweight)w(kg)

乾 物 現 存 量(StandingcroP)y(ton/ha,m3/ha)

部 分 を あ らわ す 記 号1

幹(Stem)S l
枝(Branch)13

葉(Leaf)L、

非 同 化 器 管(地.f部)(Woodyshoot)TC;

地 上 部(Top)T

幹 材 積 生 長 量(Stemvolumeincrement)dVR(dm3/yr)

林 分 乾 重 量 生 長 量(Standingcropincrementintermsofweight)ay(ton/ha・yr)

一_._._一__一_....一 ・ 一一 一一一一

ExplanationofMarksinFigures

OCastanopsiscuspidatastand(NO.f)upperstory

OCastanopsiscuspidatastand(NO.6)lowerstory

▲Castanopsiscuspidatastand(NO.3)11

Quercusphylliaeoides-Rapanaeaneriiforiamixedstand

(upperstory;Quercusphylliaeoides)

【ヨ Ωuercu・phylliae・id・s-R・pauaean・ ・iif・・i・mi・ ・i・t・nd,

(lowerstory;Rapanaeaneriiforia) r
×C・m・11i・j・p・ni・a・t・nd(NO.K-32)l

QCamelliajaponicastand(NO.S…70)

○ ΩuercusspP.-Camelliajaponicamixe〔lstand,噛(コ)

(upperstory;Quercusspp.)

Quercusspp.-Camelliajaponicamixedstand

(lowerstory;Camelliajaponica)

HUnpublishedDatabyOgawa,H.etal.lo>

TDatabyTezuka,Y.eta1.3>

1(DatabyTadaki,Y.eta14>

.,
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三相 対生 長 関係 に つ い て

1}イ 幹 の量 につ いて

蟄1「D2H2～wsの 相 対 生長 関 係 を見 る と,Fig.(1)の よ うに 分 散 の 巾 は きわ め て小 さ い が,林 分 ご と

談 ・分 離 が み られ,コ ジ イ林 の6林 班,3林 班 の 問 に も分離 が み られ る こ とを考 え る と,こ の林 分 に よ

鰻 艦 は樹種だけによるものとは叛 られない・

鶴 、翻 繁 論 謹釜ζ鰭 灘 潟 ゴ∴;1卿 溢夏灘

総 灘盤灘灘:∴ 辮叢
縫

お け る ツバ キ 林 ・コ ジイ林 の勾 配0.933に 近 い。vs/D"Hは0.04～0.05程 度 で あ り,お お まか に い

ば樹 幹 胸 高 形 数 は ほ ぼ0.4～0.5と な り大径 木 ほ どい くぶ ん 小 さ くな る傾 向

:みられ る。

Y"〉..ま たws～V,sの 関係 を み る と・Fig・(3)の よ うにD"H～wsの 間 に 見 られ るの と同 じ よ うに林 分 に

醤r・ぴ匿
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よ り分離 す るが,勾 配ぽ

の 林 分 で もほ ぼ1に 近 ぐ

τ鋸 の 小 さい所 で の この

線 か らのず れ もほ とん と

られ な い。 こ の 切片 が珪

の逆 数 を示 す と 考えれほ

D'H～ 肌,sの 林 分 に ょξ

離 は ほ とん ど林木 の雌,

ち が い に よる もの と考 ま

よ し・で あ ろ う,

一一・方D2～ 玲 の相 対(ひな)4

関 係 を%Lる と,Fig.(

の よ うに(勾 配 に よ る(ぼ)ゲ

が あ る程 度 み られ るが)畿

林 分 に よ る分 離 が は っき

しなくなり・s字 型幣

な って 大 径 木 にお い て.酒

よ り下 側 にず れ る傾 向オ

られ る 、標 準 木 と してそ

林 分 の最 大級 の木 を と究

あ る場 合 には,こ の 関一

ら現 存 旺を推 定 し て も

・聴 はない・思わ掃

そ うで な い場 合 に は大 、

の 現 存 賎に しめ る割 合.

きい の で 過 大 値 を うる均

が 考 え られ る。

これ はD～H関 係,

(5)に 見 られ るHの 頭

の現 象 に 対応 して い る・

たが ってHの 測 定 が亘

あれ ば,D°H～ws¢(ま)、

生 長 関 係 か らwsの1匿

を求 め る方 が よい と考

れ る、

Fig.(5)の よ うに.a、

のD～H関 係 か らD

してHを 推 定 す る こt

る程 度15∫能 で あ る と1`

この 間 の関 係 はDも

1。gi,、i。曲線 で生劇

し,HはDに 比べ て1



1

;早 く来 る とす る と,

H--D+B

表 す こ とが 出来 る。

そ こで この 曲線 をつ か っ

〔回帰 曲線 を求 め,Dよ り

を推 定 し,こ れ よ りD'H

もとめ て 鞠 の 現存 量 を

淀 す る こ とが 出 来 よ7.,

1の 場 合 にお い て も小 径 木

はバ ラ ッキが 大 き くな る

:向が 見 られ るが,小 径 木

現 存量 に しめ る割 合が 小

い こ と を考 え あ わ す と,

少 の バ ラ ッ キは 無視 して

存 量 を 推定 して も よか ろ

。 この 小 径 木 に お け る測

、の バ ラ ッキ の原 因 は,胸

1が小 径 木 で は適 当 な位 置

ない た め に起 る もの と思

れ る。

また コジ イ林6林 班 の ト

衣は,上 層 木 とは こ とな

たD～H関 係 が み られ る。

たが って 幹 の現 存 量 の推

こ関 し ては,D°H～ ωβ

廻係 また はD2H～ 玲 の

系を利 用 す る方 が 精 度 が

,・もの と思 わ れ る。 そ こ

この場 合 はD=H～ ωβと

渇係 に よ りysを 求 め,,yVs

ノδを比 重 で割 っ て求 め る

ヒとす る。 しか し人工 林

易合 の よ うにHの 巾 が 小

・・場 合 に は,D2～w5ま

まD窪～ 玲 の 関 係 を利 用

5こ と も可 能 で あ る と思

化る。

コ 葉 の量 につ い て

1≡の 量 と幹 の量 との関 係
:めるに は,D"Hを 間 に

τる とDに 胸 高 直 径 を と
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った た め に お こ るずれ が あ らわれ る の で,直 接ws～w,関 係 を み る方 が よい と思 わ れ る。 そ こで

～τ〃Lの 相 対 生長 関係 を み る と,Fig.(6)の よ うに,幹 量 の場 合 と こ と な っ て林 分 ご との 相 対生 ・

分 離 ば か りで な く,1林 分 内 に お い て も上 層 と下 層 で相 対 生 長 関 係 が 分離 し て くる。(ツ バ キ林,

ジ イ林3林 班 で は認 め られ な い 。)ま た1林 分 中 で の樹 種 に よ る分 離 は ほ とん ど認 め られ な い。

そ の勾 配 につ いて み る と,ウ バ メ ガ シ… タ イ ミン タチ バ ナ混 交 林 を除 く仙 の林 分 では ほ ぼ1に

林 分 ま たは 上 層 ・下 層 に よ る分離 は 単 に平 行 移 動 と考 え て も よい。 ウバ メ ガ シー タ イ ミソ タチぐ

交 林 で はそ の 勾 配 は1よ りい く分 大 きい傾 向 が 見 られ,下 層 よ りも上 層 の 方 が や や 大 きい よ うに

れ る。 この傾 向 は他 の ど の林 分 に も同様 に 見 られ るが,上 層 ・一ト層 に よ る勾 配 の ち が い は ウノミメ

ー タ イ ミン タチ バ ナ混 交 林 ほ ど顕 著 で は な い
。 この 林 分 に よ る相 対 生 長 の ちが いは 葉 の比重,幹

重 な ど に よ って も異 る もの と思 わ れ るが,そ の 影 響 は 小 さ く,む し ろ ク ロー ネ の枯 れ 上 りの仕方

い に よ って い る もの と考 えて よか ろ う。

これ は 琉 ～wy関 係(Fig.(7))に お い て 測 点 の バ ラ ッキは 大 きい が,ほ とん ど林 分 ご との

が 認 め られ ず,"ゐ ～wSの 関係 の分 離 がH～H 関 係(Fig.(8)),の 分 離 と対 応 して い る こ とが



,出 来 る と思 わ れ る。

ンこ で 葉 の 現 存 量 の 推 定 は

i^'ws関 係 を 考 慮 し て,次

]帰 式 を 用 い 推 定 を 行 っ た 。

!ジ イ 林6林 班(上 層)

wL=0.00218Φ2H)0.033

rジ ィ 林3林 班

zvL=0.00564(D2H)os:a

ワミメ ガ シ ー タ イ ミ ン タ チ バ

・混 交 林(上 層)

wL=O.0000230(D2H)1.596

・バ メ ガ シー タ イ ミ ン タ チ バ

混 交 林(下 層)

wl=0.00152(DrzH)i.iso

ラ カ シー ツ バ キ 混 交 林(上

)

wL=0.00160(D=H)o・`'s3

バ キ 林 ・ア ラ カ シ ー ツバ キ

交 林

w,,=0.00285(D-H)o・9133

枝 の 量 に つ い て

な～wRの 関 係 を み る と,

(9)の よ う に,ws～ 町 関

同 様 な 分 離 の 仕 方 が み られ

,ws～wr関 係 に く ら べ て

}バ ラ ッ キ も 大 き い 傾 向 が 見

レ,そ の 勾 配 は1よ り も い く

'大 き い よ う で あ る。 こ の こ

大径 木 ほ ど1林 分 内 で は 枝

に対 す る 割 合 が 大 き く な っ

・る こ と を 示 す も の と 思 わ れ

D他 は 葉 量 に お け る 関 係 と

によ くにて い る。

こでTali～ 翫 関 係 をみ てみ る,Fig・(10)と に示 す よ うに勾 配 は1よ りい くぶ ん小 さ くな り,点

ラッキ は大 き いが 林 分 お よ び上 層 ・下 層 に よ る分 離 が は っ き りしな くな る。 この こ とは単 位 量 の

支 え るた め に は大 径 木 ほ ど多 くの枝 を要 す るが,林 分 ・層 ・樹 種 な ど に よ って は あ ま り差 が な い

、を示 す もの と考 えて よか ろ う。 そ こ で枝 の現 存 量 の推 定 に つ い て は,鞠 ～w,関 係 な ら び に

㌧聰s関 係 を考 慮 して,次 の 回帰 式 を用 い てyRの 推 定 を 行 った。

ジイ林6林 班

wR=O.000561(D'H)1・278



コ ジ イ 葉3林 班 、

wR=0.00281(D"H)1.1'"

ウ バ メ ガ シ タ イ ミン タ チ バ ナ 混 交 林(上 層)1{

wR=0.0000559(D=H)1.iOi

ウ バ メ ガ シ ー タ イ ミン タ チ バ ナ 混 交 林(下 層)'(ヒ)、

wR=0.00116(D°H)'‾A1

ア ラ カ シー ツバ キ 混 交 林(上 層)

wR=0.00101(D'H)"c'rfi

ツ バ キ 林 ・ア ラ カ シ ー ツバ キ 混 交 林(下 層)撃

wR=0.00162(D'H)'・""

二 幹 の 生 長 量 に つ い て 劉

vs～ 」駒 関 係 を み る と,Fig.(・ ・)i・ み ら れ る よ う に,彬 〉に よ る 分 離 力・み ら れ,・ ジ イ】



られるように同じ樹種の間でも林分による

分離が見 られる。また葉の量の場合 と同じ

1.よ うに,上 層木と下層木の間で分離 してい

灘 沸 錨 憲謙 瓢 と吉潔
誌(きまミ)ひ分で もほぼ1に 近 い。3林 班 の コジ イ林 も

毒!.ぽ ぼ1に 近 い 点 を考 え る と,一 斉 林 状 を な

韓 懇 ♂林 分 で は 勾 配 は1に 近 くな るの で は ない

蒙露 シ・と思 わ れ る。 下層 木 に つ い て は そ の 勾 配

難( ぼ)よ ・よ り小さ噸 向がみ られる・

繍,翻 窺 需 論膨 塁諾
雛(ドロ)1苔度 ・樹齢などに密接な関係がみられるよ

蕪 うである・羅 棄た搬 に
・

・讃
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dw=(a-r)・w,-R・ τθ四

dw:1年 当 りの個 体 の重 量 生 長 量

Q:葉 の 同化 率

r:葉 の 呼 吸率

.R:非 同 化 部 分 の 呼 吸率

の 関 係 が 成 立 す る こ とを考 慮 して み る と,RはDに 依 存 して変 化 し,大 径 木 ほ ど小 さ くな る傾 向オ

あ る も ので あ り,(a-'う も上層 木 ・下 層 木 で は異 な る もの と考 え られ るか ら,Vg～dVSの 関 係 は 調

る曲 線 の直 線 近 似 で あ る と認 めて よか ろ う。 した が って 林 分 の 幹 の 生長 量 を 推定 す るた め に もちい ギ

場 合 に は,各 林 分 ご とに 回 帰 曲 線 を 考 え れ ば よい もの と思 わ れ る。 閣

そ こ で上 層 ・下 層 で の 分 離 の は っ き りしな い ウバ メガ シ林 に つ い て は,林 分 内 分離 は な い もの とレ

て 回 帰 曲線 を決 めた 。

そ の 他 コ ジイ 林3林 班,ツ バ キ林 に つ い て は 各IZ1つ の相 対 生 長 関 係 を もち い た。 そ の他 の ものk

つ い て は,上 層木 と下 層 木 に よ って2つ の相 対 生 長 関 係 を もち い た。 一

そ の 各 回 帰 式 は 次 の とお りであ る,

コ ジ イ林6林 班(上 層)1 ,

dVs=O.00394(D2H)093:}

コジ イ林3林 班

dVS=0.0138(D=H)° ・D'"

ウバ メ ガシー タイ ミン タチ バ ナ 混交 林

dVs=0.0363(D-H)° ・'"'

ア ラ カシー ツバ キ 混 交 林(上 層)

dVs=O.00301(D2H)o.!rx

ツバ キ林 ・ア ラ カ シー ツバ キ混交 林(下 層),

dVs=O.0112(D'H)o・700二

ii現 存 量 の 推 定 方 法 に よ る誤 差 につ い て

現 存 量 の推 定 に 関 して は 今 まで に色hの 方 法 が と られ た が,こ こで2,3の 推 定 方 法 に よ る誤差t.

つ い て の べ よ う。

1例 と して ア ラ カシー ツパ キ 混 交 林(り),ツバ キ 林(の)の場 合 に つ い て の べ る。1:

す な わ ち,

(1)毎 木 調 査 とD2～wの 相 対 性 長 関 係 に よ る。

(II)毎 木 調 査 とD2H～wの 相 対 生 長 関 係 に よ る。

(III)毎 木 調 査 と階 級 別 標 準 木 に よ る方 法 。

(IV)全 伐 に よ る力 法(実 数 を知 るた め に)

これ らに よ って 求 め られ た それ ぞれ の現 存 量 を,幹 ・枝 ・葉 につ い て示 す と次 の よ うに な る。

こ の表 か らわ か る よ うに,幹 の量 に つ い てみ る と,D霊 との 相 対 生 長 関 係 を もち い て推 定 したガ 、

は,他 の・の舷 によるよ りも大き・・値を示朔 合が多 く,… シー ・バキ激 林の全伐林分峨

と比 較 してみ る とわか る よ うに過 大 評 価 に な って い る もの で は な いか と思 われ る。 しか も標 準 木 を 一

って い ない。 プ ロ ッ ト,K-32-1やK-32-2の よ うに大 径 木 の 多い 区 に おい ては この 傾 向 が 強 くあ1、

われ て い る。 これ は相 対 生 長 関係 の個 所 で も述 べ た が,S字 型 曲線 を直 線 で近 似 し た た め に出 て き1

もの と思 われ る。 前 に も述 べ た よ うに小 径 木 で の 回帰 曲線 か らのず れ は,1林 分 の現 存 量 の推定 に「

あ ま り問題 に な らな い よ うで あ る。 しか し こ の揚 合 の よ うに最 大 級 の木 が 標 準 木 とし て測 定 されて1「

る場 合 には,D2と の相 対 生 長 関 係 か ら現 存 量 を推 定 し て もその 誤 差 は 極 め て小 さい 。
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(III)の 方法は最大級の木を標準木 として測定

してある場合にはかなり良い推定方法であろうが,

そうでない場合には過少評価になる傾向がある。

それは最大級の木の推定がそれより小さい木によ

って代表されるために起るものと思われる。

これらの傾向は葉,枝 の量において も現われ る

が,必 ずしもD'～wと の相対生長関係から推定

したものが,D2H～wと の相対生長関係から推定

示ζ総 縫亡説蘇傭 巣盤欝華論
の謄 鰻 欝 諾 欝 議

の方,、

織誓融1描 謎享、叢 潔 慧を意
われる。(他 の林分からもわかるように,大 径木

では相対生長関係の勾配が大 きい傾向がある。 こ

の傾向はD2～"L関 係の方がHの 考慮がないた

めに強 くあらわれているようである。)

しかしどの方法によるにしても供試木が十分で

あれば,推 定方法による誤差は非常に小さいもの

のようである。

iii林 分現存量

幹の現存量についてみると,コ ジイ林では170

～3°°t°n/ha ,ウ ノミメ ガ シー タ て ミン タ チバ ナ 墜

林 で は14° ～18°t°n/ha・ ア 了 カシー ツバ キ激

林 で は120～150ton/ha,ツ バ キ林 で は80～130

ton/ha,と な って い る。

この結 果 で は コ ジ イ林 で は非 常 に ば らつ きが 大

きいようであるが調 高が1°m前 後 の林分鮪

しで 比 較 して み る と,ど の 林 分 も150ton/ha目lj後

でそ の差 は非 常 に少 い 。 そ の 他 コ ジ イ林 の6-F,

7-Gの プRッ トは91～92ton/haと な り現 存 量 が

非 常 に小 さ いが,胸 高 断 面 積 合 計 な らび に葉 量 な

どか らみ る とこの 林 分 は十 分 に閉 鎖 して い ない も

1熱雛灘難{霞

囎饗欝撫羅辮
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samplestandTreeBasalMeanMeanStemBranchlW° °dyLeafT°pdrylLeaflStemlLightN°teHeightSh
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1・ -28-12・ ・9・ ・…-3 ・1・1-284gi・7-・5}185i・ ・;・84t・59・+

舅K-28-22。 。9C。.,。 、,、。。i27.8.71。 。1。143、441,.II、5到,、'i1451。59畳
IIIIIiI鴛'、1.[

ti;

§S-7°-11° ×&7Ca'7°9脚25'5.98.41,85!241°95.311'437122 し
S-7°21° ×9

、Ca・7°4・3° °33・9・81°2122471697'611776・81176°51斎

Standswherethesampletreesweretaken
+:Clear-felledstand(actuallymeasured)
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葉 の 現 存 量 につ い て み る と(Fig.(1:

5～12ton/ha程 度 とな り幹 の量 に くらパ

林 分 に よ る差 は 非 常 に少 い。 その 中 で樟

に よ る差 を見 てみ る と,コ ジ イ林 ・ウノ

ガ シー タ イ ミン タチ バ ナ混 交 林 では11tビ

ha前 後 で あ り,ア ラカ シー ツパ キ混 タ

・ツバ キ林 では い くぶ ん少 な く7ton/h

後 とな っ て い る。 これ を葉 面 積 につ いて

る と,Table2の よ うに 樹 種 に よる差

さ らに少 な くな り,コ ジ イ林 では10ha,

前 後 とな り,そ の他 の もの で も7～8ha

前 後 に な っ てお り,い ま まで 良 くいわボ

い る よ うに,葉 の量 は 十 分 に閉鎖 して、

場 合 には 林 分 に よ る差 は 非常 に少 な い ご

うこ と を良 く示 し てい る。

樹 種 に よ る差 は あ る程 度 み られ るが,
Il

の厚 い 樹 種 で葉 重 瞳が 多い 傾 向 が あ り,

た が っ て葉 面 積 指 数 に し てみ る と,そ`

は 非 常 に少 な くな る よ うで常 緑広 葉 樹1

は ほ ぼ8～10層 禾【ll度に な るの で は ない更

思 わ れ る。 齢

しか し こ の場 合 に もツバ キ 林 は葉 の, 臨

樹 種 で あ る に もか か わ らず,葉 量 が 少:

葉 面積 指 数 にす る と さ らに 少 な くな る。

Table2の よ うに,生 長 量 も非 常 に

い 。 これ は 閉鎖 が 十 分 で な い のか,あ

は 立 地 条 件 に よ るの か,樹 種 そ の もの の 影 響 に よ る もの か 不 明 で あ るが,林 令 ・密 度 ・土 壌 な ど

係 か ら考 え る と,ツ バ キ とい う樹 種 の 性質 に よ るの で は ない か と思 わ れ る。

そ の 他現 在 ま で に 多 くの 研 究 者 に よ って 測定 され た デ ー タ ーを,ρ ～y.の 図(ののゆ)にのせ てみ る と,

(13)の よ うに,ほ ぼ6～11ton/haの 程 度 で あ り今 回 の 測定 値 と よ く一 致 して い る。 ま た樹 種 によ

は きわ め て 少 な い よ うで あ る。(し か し全 体 と して み る と複層 林 分 で は 単層 林 分 よ りい くぶ ん多

向 が み られ る。)

枝 の 量 につ い て み る と,ρ～ykを み て もわ か る よ うに,わ れ わ れ の調 査 し た林 分 で は あ ま り林分

る弟 は な く,コ ジ イの数 林 分 が 少 な い だ け で,30～50ton/ha程 度 で あ るが,そ の他 の デ ー タ ー と旦

て み る と この価 は 中 くらい の 値 で,樹 齢 あ るい は 林 分 の 平均 樹 高 に よ っ てか な り違 う もので あ り・

量 の 場 合 とよ くに た傾 向 を示 し,し か もそ の 傾 向は さ ら に幹 よ りも強 くあ らわ れ て い る よ うで あド

れ は 密 度 の低 い 個 所 で は 枝 の 占 め る割 合が 高 くな る とい う こ と と関 係 が あ るの で は な い か と思 北.

枝 も幹 と同様 に,ウ バ メガ シー タ イ ミン タチ バ ナ 混交 林 だ け は密 度 に比 して他 の林 分 に くらべ

きい 値 を示 して い る よ うで あ る、、 これ は耐 陰 性,樹 齢 な どの 影響 が あ らわ れ て い るの で は ないか

わ れ る。

そ こでySとyRと の比 を み る と,ρ の低 い 林 分(林 分現 存 量 の 多 い 林 分)の 方 が い くぶ ん 高 く

て い る よ うで あ る、,



そこで各部分の現存量の割合が,林 分

の発達とともにどのように変るかをみる

露 鍵鉛職繍論 繹野
{ll,.ソ,が250・ ・n/h・ 程度 の 所 で は5%前 後

難 とな る・ 幹 の割 合 は い くぶ ん増 え る傾 向

簸fiみ られ,70%前 後か ら増大して80%前

懸・ 匿、な・.・ の差が枝の占め・舗 であ

鑛
って,い くぶ ん増 大 す る傾 向 が み られ る

蕪 う`それ ほ ど明 瞭 で は な い・懇 現 存 量 の項 で も述 べ た が
,こ れ は 林 分*.

慈P発 達 と と もに幹 ・枝 は 増 大 し,葉 は変

灘;1ヒ し な い とい うこ とに対 応 して い る。L鍵

iv生 長 量 に つ い て

隷(ドドも)イ 幹の生長量

難 材 積 帳 で は ・ ジ・林 が ・5-・・m3/h・ ・y・と な り… ミメガ シー ・ イ ・ン ・チ ・ミナ巌 林 の ・一・

、1婁 ・3/…yr,ア ラ カシー ・・く観 舗 の12-13㎡/h…r,ツ バ キ林 の5-6㎡/ha° ・・ に く らべ て夢1三常

繋 に多 く,コ ジ イ林 の 生 長 が 非常 に旺 盛 で あ る よ うに み え るが,重 量 に して み る と ツバ キ 林 の3～4ton

〆ha・yrを 除 く他 の 林 分 で は8～11ton/ha・yrと な って樹 種 に よ る差 は非 常 に少 くな って くる。 しか

し上 層 林 冠 を形 成 す る もの に つ い て み る と,コ ジ イ林 ・ア ラ カシー一ツバ キ混 交 林 が 他 に く らべ て 多 く,

ウバ メガ シー タ イ ミン タチ バ ナ 混 交 林 で はL層 の み で考 え る と,ツ バ キ林 の値 とに て くる。 こ こ で は

葉量 の 場 合 と同 様 に,単 層 の林 分 で は林 分全 体 の幹 の生 長 購は い くぶ ん 少 い傾 向が み られ る。

ま た この 幹 の生 長 量8～11ton/ha・yrと い う値 は,ス ギ人 工 造 林 の生 長 量10～12ton/ha・yrと い う

直に くらべ て決 して お とる もの で は ない。 したが って今 ま で針 葉 樹 に く らべ て生 産 力 が 低 い とば くぜ

んと考 え られ て い たが,現 実 に は決 して お とる もの で は な い よ うで あ る。 これ は 単 に量 の みの こ とで

あって,貨 幣価 値 につ い て述 べ て い る もの で は な い。 パル プ原 料 の よ うに木 材 を セル ロー ス源 と考 え

るの で あ れ ば,常 緑 広 葉 樹 林 も決 して針 葉樹 林 に比 べ て お と らな い と考 え られ る。

ロ 葉 と枝 の生 長 量

仮 りに樹 木 を構 成 す る各 部 分 問 の 相 対生 長 関 係が,現 時 点 と一 年 前 と で変 わ ら なか った とす る と,

wL-.9r・'ash'(1)

dwa=Aノ ・ZZ'Shr(2)

)関係 が 成 立 す る。

.)式の両 辺 を時 間tて 微分 す る と,

dw,

dt-fir.'hr,・wsh一 ・・dwsdt(・)・

血 ゐ÷dwr,,dws÷dwsが 成 立 す る とす る と,両 辺 に 読 を 乗 じ,

4ω ゐ一盆ガhガ 測3姥 1・dws(1)"

)"に(2)式 を代 入 して,

dwr=hr,・ ・4,・Aノ・wshr,+h'-1(1)ノ"

球 ま る。

同様 に してdwRを も求 め られ る。
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、
Table3.Drymatterproductionofaerialshootsinsampleplots

一
弄

Sampleplot鞭 羅 欝 鮮 鷺Netproduction,
ey「S4ソ84yみey,,vyr二

m3/ha.yr.ton/ha.yr.ton/ha.yr.ton/ha.yr.ton/ha.yr.ton/ha.yr.辱

6-C21.11.3.20.5514.531..1 .

lowerstoryO.810.420.0250.0210.472.7マ
で1. 「
§upperstory20.10.3.10.5314.28.≒}-1の.・ ・

16-DI18.19.412.110.48112.126.
hIIIIIIl

lowerstoryO.590.310.0250.0150.3511.9
upperstory17.9.12.110.4712.24.

11

」.3
-II15 .17.712.311.3111.118. 毛一

3-J21.11.3.21.916.26.

0-18.47.42.10.5410,23・ 装

lowerstory3.83.20.70.294.27.9

1_upPe「si°r・46421.4α255.9.15.・舗

・-29・ ・・ ….67122&・
1

解 ℃lowerstory4.63.91.00375.311.旨 養h㊤
ミ≡,藁upperstory4.84.41.60.296.317.ミ

芝.-

p」O-39.218.22.50.5811.25.

lowerstory3.22.70.70253.67.5♂ 踊
upperstory6.15.51.80.337.718.

-!

K-32-113.9.00.330.0399.420,黎

。1・werst・ ・y271・70・030・0121・85・2、

§ ・pPerst・ ・y11.7.30.310.0277・615・

籠K-32-212,・,。37・.032・91・1

奏1麟:ryry°12:591:4111:°iz361:° °zyO291:435、1:㌧
ミ Σ.一 一も

K-32-312.8.40.25α0368.718・ ・
㌶

Ollowerstory2.61.80.020α0111.84.9 、:
upPerstory976.70.230.0246.913・ 一一.ト.

遣K-28-・5.84.0α2° °D即4215.ll、
ti"CJ 

葦K-28-2S-70-2:.v.03.44.2;芸 ・・;.°23.027・;.s.414.16.
_ノ 「

演,
.」

そ こでD'H～wsの 関 係 を考 慮 す れ ば,毎 木 調査 よ り」施,dyRが 求 め られ る。

Table3よ り,林 分 葉 量 も林 分 枝 量 もわ ず か なが ら生 長 し てい る こ とが わ か る。

し か し葉 に つ い て み る と,そ の量 は0.6ton/ha・yr以 下 で あ り林 齢 の高 い 林 分 では さ らに その み

少 な くな って い る。 した が って1割 以下 の本 数 減 少 で生 長 量 と枯 損 量 が つ り合 い,葉 量 が年 齢 と

に あ ま り増 え て い な い とい う こ との傍 証 に な る と思 われ る。 しか し コジ イ林 の3林 班 ・7林 班 の蒲
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十分 に 閉鎖 して い な い と思 われ る林 分 で は,そ の生 長 量 は比 較 的 多 く1,5～2ton/ha・yrと な り,林

葉 量 がふ え て い る よ うす が み られ る。

枝 につ い てみ る と,0・2～3・2ton/ha・yrと な り葉 に比 べ てか な り生長 を示 して お り,林 分 あ た りの

の量 は林 分 の 発 達 と と もに あ る程 度 ふ え てゆ くも ので は な いか と思 わ れ る。

これ は 林 分 密 度 との 関係 も考 え られ,林 分 密 度 の低 い 個 所 での 枝 の 割 合 が 高 くな る こ との一 つ の傍

熱 とな る もの と思 わ れ る。

鶏(むコゴ)と こ ろで 現 在 の 葉量 のす べ て が 一年 で交 代 す る と し,落 葉 の 半 分 の落 枝 が あ る もの と して地 上 部 の鷲

生産 量 を 計 算 して み る と・ コ ジ イ林 は20～30ton/ha・yr・ ウ・ミメガ シー タ イ ミン タ チ バ ナ混 交 林 は

醗1～28ton/ha・yr,ア ラ カ シ ー ツバ キ 混 交 林 は18～20ton/ha・yr,ツ バ キ 林 は15～16ton/ha・yrと な

ll・ ツバ琳 をのぞく他の林分ではカ'なり大き瞳 を示 している・

難v生 産 構 造 図 に つ い て

轟 生産 構 造 図 につ い てみ る と,Fig・(15)の よ うに,ウ バ メガ シー タイ ミン タ チ バ ナ混 交 林,コ ジ イ

欝6林 班は林冠層をみてもわかるように明らかに二層に別れており,二 段林状を示ししている。 とく

盤 ウメバガシータイ ミンタチバナ混交林では上層のウバメガシと下層のタイ ミンタチバナが良くわか難 調 種
のことな・た二段であることが1よ3

、djし ている・

薫 ・ その他葉の垂直の分布は,イ ネ型 とソバ型の中間の分布を示 し,最 多層は比較的上層にあるが,最離
層より下層にもかなりの葉が分布 している。その分布状態は針葉樹林に非常によくにているが,針

灘 樹林と異ることは最多層以下の葉が下層木の葉で占められ,そ の問に林冠層の層別れがみられるこ

ll;で あろう。このことはFig.(16)の ように,単(いゆ)木の葉の分布型はソバ型で上層に良く集中してい る
轟:と と対応 して,常 緑広葉樹が針葉樹 と落葉広葉樹の中間の光の利用型を示 しているものと思われ る。

緊 その他層わかれのはっきりしていないコジイ林3林 班 ・7林 班およびツバキ林では,そ の分布状態



は 落葉 広葉 樹 と非常

よ くに て い る。1

そ こで み か け の吸

係 数Kを み る と,T廟

2の よ うに,複 層 林

あ る コジ イ林6林 ヨ

ア ラ カ シ_。.・ キ誰

林 では0.4前 後 であ:

単 層 林 で あ る コ ジペ

3林 班 ・7林 班,ウ

キ林 で は0.6前 後 と
己

って,複 層 林 の方 力

の利用状態が良い樗

に思 わ れ る。 これll

れ らの林 分 の生長 力(コロ)

い こ と と対 応 して、

の で は な いか と思1

る。

筆 者 らの 行 った
12)契1

試 験 に よ る と,施 ∵、

の 方 が 複 層 化 し,吸 光 係 数 が 小 さ く な る傾 向 が み ら れ,光 の 利 用 状 態 か ら み る と,吸 光 係 数 が 小 飛

ほ ど林 分 生 長 は 良 く な る の で は な い か と 思 わ れ る 。 補 償 点 よ り は 光 の 同 化 の 飽 和 点 に 生 長 量 が 強 ㌔

響 さ れ る も の と す れ ば こ の こ と は.説 明 が つ くで あ ろ う。
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臨(よ  ).、  RÉsum

         The evergreen broad-leaved forest in Japan which is a dominant type widely distributed 

       ver the temperate zone was studied for their productivity of dry matter. The sample stands 

       rere chosen from four types of  forests  ; 

         A Castanopsis cuspidata stand, in Kumamoto Pref., in Oct. 1961. 

         A Quercus  phillyraeoides-Rapanaea  neriifolia mixed stand, in Kochi Pref., in Nov. 1962. 

         A Quercus  spp.-Camellia japonica mixed stand, in Mie Pref., in Aug. 1963. 

         A  Camellia japonica stand, in Mie Pref., in Aug. 1963. 

         In each stand, several sample plots were taken in order to measure the diameter at breast 

       eight. Sample trees were selected from the sample plots and at the ground level for further 

       ivestigation. The weight of the stem, the branches and the leaves were taken  separately  ; the 

       )tal length, the diameter at breast height also were measured. The annual increment of the 

       em volume was enumerated by means of stem analysis. 

         Taking the allometric equation the stem weight into account, it seemed that a single  reg-  
.,: 

       :ssion was applicable to the sample trees from the plots of the same type. On the other 

       and those of the branch weight, leaf weight and annual increment varied widely. On closer 

 tamination, these revealed the detachments of coefficent of the equation in accordance not 

 my to the varieties of types of the stands but also to the micro-habitat or stratification. 

         Utilizing the regression equation of allometry, the standing crop and the annual increment 

        stem weight of the stands were estimated in terms of tons/ha and tons/ha/year. The 

       anding crop of the  stems of the forests, whose dominant tree height averaged 10 m were        

itimated to total as much as 150 tons/ha in the stands other than the camellia, where lower  

itimate was obtained. Leaf weight ranged from 7 to 10 tons/ha. There was found no  reco-

       nizable difference between the types of forests. 

         Leaf area averaged 8 ha/ha in cases of those types of forests other than the  camellia, where 

 ie leaf-area was 2 ha/ha less than that of the others. 

         Branch weight ranged from 10 to 40 tons/ha. Marked differences between the types of 

 crests were discernible. 

         The annual increment of  stern weight was estimated at 10 tons/ha/year with the exception 

        4  tons/ha/year at the  camellia stand. The annual increment of the above-ground parts of 

 ie stands was estimated at about 25 tons/ha/year. 

         Greater leaf amount and annual increment of weight were always found in the stands 

        stratfied crown layers over that in the stand of single crown layers. The light extinction 

 efficient was 0.4 in the stratificed crown stand 0.6 in single crown stands. 

         Generally the evergreen broad-leaved forest seems to build a stratified crown and produ-

       ivity of the dry matter of the stands of this type of forest is as great as that of artificially  

Lined Japanese cryptomeria stands.


